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<要旨> 

本研究では，交流学習という学習場面での活用に対応した形で，交流学習支援システムの開発

を行なう。交流学習支援システムの主な機能としては，ライブカメラと，電子掲示板を中心に整

備していく。 

交流学習の素材となるライブカメラシステムと，交流を支える掲示板システムの連結を行い交

流学習支援システムとした。 

 ライブカメラシステムでは，ライブカメラの設置，及びそのライブカメラ画像の表示方法を提

案した。ライブカメラの表示方法では，「1日の流れを帯状に表示する」や「1年間の流れを表情

に表示する」など，交流学習を行なうために適した方法で画像を加工表示した。 

 掲示板システムでは，画面をメンテナンス画面と掲示板画面に分けることにした。記事の編集

削除を行なえるメンテナンス画面では利用者の限定を行なうために，独自の認証システムを行な

った。また，ライブカメラの加工画像を掲示板に表示するために，システムの連結を行なった。 

 その結果，ライブカメラの加工画像を掲示板に表示することのできる掲示板システムが完成し

た。 

また，少しのカスタマイズが必要だったものの，外部システムとの連結することが成功した。

この結果，他の交流学習支援システムでも利用可能であるといえる。 
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1. 背景 
 
1.1. ライブカメラの利用方法  
 ライブカメラとは特定の場所にカメラを設置し，

そのカメラ画像をホームページ上で 24 時間画像

配信しつづけるシステムである。このため「その

場所の現在の様子」を伝えることができる。つま

り，撮影場所に行く事をせず，現在の撮影場所の

様子を 24 時間リアルタイムで観察することが出

来る。画像の種類も一定の間隔置きで撮影し，更

新される静止画や，動画がある。過去のライブカ

メラ画像が蓄積してあり，希望の過去画像を閲覧

することができる場合もある。また，ライブカメ

ラによっては，利用者がライブカメラ映像を見な

がらアングルやズームなどを自由に変更できるも

のもある。 

ライブカメラの利用方法も様々で，観光名所，

自然の風景，公共の場所，ペット観察，交通情報，

気象情報などの様々な場面で使われている。例え

ば，スキー場に設置してあるライブカメラ画像を

見ると，明日行く予定のスキー場の積雪を知るこ

とができる。また，明石海峡大橋のライブカメラ

のように一般人が立ち入り禁止の場所に設置され

ているライブカメラからの画像を見ると，普段見

ることの出来ない風景を見ることができる。また，

最近では，幼稚園などにライブカメラが設置して

あり，幼稚園で，現在子供がどのように過ごして

いるのか，ライブカメラ画像を通して見ることが

出来るようになっている場所もある。  

このようなライブカメラ画像を扱っているホー

ムページを集めたライブカメラ・ポータルサイト

が存在している。その代表例として，「世界の窓」，

「初心者でも楽しめるライブカメラガイド」，「世

界の定位置カメラ」，「 iengine」などがある。この

ようなライブカメラ・ポータルサイトでは，「生活」，

「レジャー」，「観光」，「交通」など様々な項目に

分類されているページもある。このことにより，

自分の好きなライブカメラ画像を見ることができ

る。 

 

1.2. ライブカメラの教育利用について  
 ライブカメラの教育利用についても，様々な利

用が行なわれている。教室内で，先生がライブカ

メラの画像を資料として提示する場合や，生徒が

自ら調べ学習などで利用する場合など利用方法は

様々である。ライブカメラ画像は工夫次第で，様々

な学習に活用することができる。例えば，海外に

設置してあるライブカメラ画像を見ることにより

「時差」と言うものを実感することができる。ま

たは，ライブカメラを利用したインターネットか

らの植物の生育状況の観察，記録などを行なうこ

とができる。 

ライブカメラの教育利用を促進する教育コンテ

ンツも存在している。代表的なライブカメラを利

用した教育コンテンツをまとめた。（表 1） 

このような教育コンテンツは利用するにあたり，

様々な教育目標が設定されている。例として，

Teiten2000 では教育目標として，「気象情報は児

童生徒が日常生活の中で体験する最も身近で日常

的な情報である。これらの情報を自ら観測し統計

することや他地域の観測情報と比較すること等に

より，地域・気象・環境・健康等に興味関心を持

たせ，自然現象と社会現象への影響等の理解を促

進することを目標とする。」とある。 

 気象観測などで使われているライブカメラなど

表 1．「ライブカメラを利用した教育コンテンツ」 

利用例 内容 

Teiten2000 気象情報を観測し統計することや，他

の地域と比較することができる 

都田ダッシ

ュ村 

浜松市立都田小学校の子どもたちが農

作物を作る苦労を学ぶために作りださ

れた。畑の天候などが紹介されている。 

YUKIDASU 

C A M E R A 

上越市の雪景色。積雪なども紹介され

ている。 

バーチャル

時差体験 

世界各地のライブカメラのリンクがさ

れており，世界の時差の概念を知り時

差がどのように求められるかの理解。 

沖縄の海を

泳ぐ魚たち 

沖縄の海で泳ぐ魚を撮影している。魚

図鑑が設置してあり，魚の名前などが

わかるようになっている。 
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では，1 日の流れや，1 年の流れを分かるように

配置されている場合もある。 

 

1.3. 交流学習について 
(1) 交流学習とは  
「交流学習とは，学校・クラスの枠を越え，新

しい学習集団とのかかわりの中で自分の学校だけ

ではできないことを交流を通しながら体験的に学

習する方法。」といっている（内山2001）。遠く

の地域や近くの地域，学年や学校，または国境を

超えた交流をすることや，専門家・外部人材など

との体験を通して，学習していくことなども交流

学習という。 

交流手段としては，様々なものが用いられてい

る。（表2）また，その交流手段ごとに短所と長所

が存在している。例えば学校訪問では費用や安全

の確保，交通手段の確保，時間の確保などの短所

が存在している。しかし，同じ空間を体験するこ

とにより，一体となった学習をすることが出来た

り，リアリティーがあったりという長所がある。

また，テレビ会議は機材や技術，回線上のつまず

き，サポートなど様々な点で実現が難しい場合が

あるが，今までにない学習体験をすることが出来

たり，教師にとっての共同研修が出来たりという

長所がある。このように，その時々の用途に合っ

た交流学習手段を選ぶ必要がある。 

(2) ライブカメラを利用した交流学習  
 現在，様々なライブカメラを利用した交流学習

が行なわれている。1 つのカメラ画像について意

見交流を行なうものや複数のカメラ画像について

意見交流を行なうものがある。意見交流の方法に

ついても，チャットや電子掲示板を用いて意見交

流するものや観察日記形式のものなど様々な方法

が用いられている。 

 

1.4. 従来の電子掲示板の種類  
インターネットの普及に伴い，インターネット

を利用した電子掲示板（以下掲示板）によるコミ

ュニケーションが普及してきている。利用目的は

様々で多くの場面で活用がされている。 

掲示板の機能はその時の用途に応じて様々な物

が存在している。Free Ware の掲示板プログラム

やポータルサイトなどを調査して，代表的な機能

のものをまとめた。（表 3） 

利用目的に応じて掲示板に必要な機能が変わっ

てくる。例えば，特定の人のみが書き込みを行な

いたい場合は「ユーザ認証機能」が必要になる。

掲示板システムを開放しているところで，自由に

表 3．「掲示板の機能一覧」 

機能名 内容 

マルチスレッド

機能 

個人で自由にスレッドを作り，コミ

ュニケーションをとる事ができる

機能 

アイコン表示機

能 

自分で書いた記事の横などに，事前

に用意させているアイコンを表示

することができる機能 

アップロード機

能 

個人で所有している画像データを

自分で書いた記事と共にアップロ

ードすることが出来る機能 

お絵かき機能 掲示板に設置されている，ツールを

使い，イラストを書くことが出来る

機能 

ユーザ認証機能 管理者が許可したＩＤとパスワー

ドがないとアクセスできないよう

にする機能 

ＨＴＭＬ表示機

能 

掲示板の書き込み時にＨＴＭＬタ

グを利用することができる機能 

メルマガ機能 記事の書き込みがあると，登録され

ているメールアドレスに更新の連

絡が入る機能 

 

表 2．「代表的な交流手段」 

手段 内容 

学 校 訪 問  実際に対面する 

テ レ ビ 会 議 テレビ会議システムを使い交流する 

ＨＰ・掲示板・

電 子 メ ー ル 

インターネットを利用して交流する 

ビデオレター・

宅急便・手紙 

ビデオレター・手紙などで交流する 
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個人で会話を進める場合は「マルチスレッド機能」

が有効に利用できるなど，各機能が様々な用途で

使われている。 

掲示板の表示形式もニーズによって様々な方式

がとられており，話題ごとにまとめて表示する「ツ

リー型」，書き込み順に並べて表示する「時系列型」

などがある。また，画面も 1 画面ですべてを納め

ているものや，フレームを用いて 2 個 3 個に分割

されているものなど，多種多様である。 

 

1.5. 従来の画像表示を利用した掲示板の
種類と交流学習利用 
 現在用いられている，画像表示機能を利用した

代表的な掲示板の仕組みは，個人で所有している

画像を掲示板に公開するものである。 

 また，画像表示機能つき掲示板を利用した交流

学習も行なわれている。代表的な画像表示機能つ

き掲示板を利用した交流学習をまとめた。（表 4）

利用例として，ヤゴ救出ネットは各学校ごとの活

動風景を掲示板で公開している。その際に画像も

一緒に公開することが出来るようになっている。

掲示板に画像を公開する方法は，掲示板のアップ

ロード機能を用いて公開している。このように，

共通のライブカメラ画像についてコミュニケーシ

ョンを行なう掲示板も存在しているが，ライブカ

メラ画像を直接掲示板にリンクしているものは少

ない。そのため，利用が比較的複雑である。 

 

 

2. 研究の目的  
前述のように教育の場面では，ライブカメラと

掲示板を活用した実践が行なわれているが，それ

ぞれが単体のシステムとなっており，子ども達が

利用する場合，操作が複雑になったり，どの様子

を話題にしているのかが，不明瞭になりやすい。 

そこで，本研究では，交流学習の素材となるラ

イブカメラ閲覧システムと，交流を支える掲示板

システムをそれぞれ開発し，さらに汎用的にその

間を連動させる方式を持った交流学習支援システ

ムの提案をすることにする。  

 

 

3. 交流学習で利用する掲示板のニーズ  
 交流学習を行なう上で掲示板を利用する場合が

ある。掲示板を利用して交流学習を行なう上で，

意見交換をする素材が必要となる。そのため，素

材と掲示板が一つになった交流学習支援システム

が存在している。これらのシステムの掲示板部分

は１つ 1つが各交流学習支援システムに対応す

るようにカスタマイズされている。 

 しかし，掲示板を製作する上で，大部分のシ

ステムは各掲示板が同じような設計の物が多く

存在している。 

様々な交流学習支援システムに対応すること

の出来る掲示板が求められていると考える。 

そこで，次のような機能を持ったシステムを

開発することにした。 

 

 

4. 交流学習支援システム 
 
4.1. システムの概要 
（1）システムの基本構成  
本システムはライブカメラ閲覧システムと

表 4．「画像表示機能つき掲示板を利用した交流学

習例」 

利用例 内容 

ヤゴ救出ネッ

ト 

全国の学校の，プールの水生昆虫デ

ータを共有し，共に交流を深めるこ

とを目的にしている。各校の実験結

果とともに，画像を表示する 

インターネッ

ト GIS 

ひとつのデータベースを複数の人

で共有することができ，同じデータ

をもとに，お互いに会話や議論をす

ることができる。 

たったひとつ

の地球クラブ 

調べていることを発表したり，他の

学校の発表をみたりすることがで

きる掲示板。デジカメの画像をコメ

ントと共に公開できる。 
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掲示板システムの 2 つに分かれる。（図 1）シス

テムの大部分を ASP（Active Server Pages）

で動作するように設計し開発した。また，一部

Java Script を利用している。 

ライブカメラ閲覧システムは，ライブカメラサ

ーバから FTP を利用し，ファイルサーバに蓄積

されている画像ファイルを，Web を通して閲覧

する。ライブカメラの現在のカメラ画像を見るこ

とや過去のカメラ画像を利用者の目的に応じた

表示方法に加工し閲覧することができる。 

掲示板システムでは，ライブカメラ画像閲覧シ

ステムで加工表示された画像に対して，掲示板画

面で意見交流及び考察することができる。掲示板

には記事の内容と対応している加工表示された

ライブカメラ画像が表示される。 

またメンテナンス画面において，掲示板に書き

込まれた記事の編集，削除を行なうことができる。 
（2）システムの表示について  
本システムでは，利用者を小学生に設定してい

るため，表示する文字について注意する必要があ

る。 

今回システムの文字表示方法を以前，原ら

（1998）が開発した，こども自然発見で利用され

ていた掲示板システムを参考にした。このため，

表示している文字を「ひらがな」「カタカナ」にし

ている。「漢字」を利用する際にも「ふりがな」を

つけた。また，表現も，小学生に分かりやすいよ

うにするため，「氏名」と表示する際は「あなたの

おなまえやがっこうめい」と表示するようにした。 

このことで，利用者の対象に設定している小学

生でも文字表示でつまずくことなく利用すること

が可能になる。 

交流学習支援システム 

掲示板システム 

Webサーバ 
カメラ画像蓄積 

ライブカメラ 

閲覧画面 

ASP 

掲示板画面    メンテナンス画面 

掲示板DB ライブカメラ 

ユーザ認証 

カメラ加工画像の情報 

DBへ登録 DBへ登録 

DBの読み込み 

FTP 

DBの 

読み込み ライブカメラデータの受け取り 

ライブカメラ閲覧システム 

 

生
徒 

生
徒 

生
徒 

生
徒 

教
師 

Ａ校 Ｂ校 

教
師 

意見交流 

カメラサーバ 

図 1.システム基本構成図 
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4.2. ライブカメラ画像閲覧システム 
（1）画面設計  
 ライブカメラ画像閲覧システムに表示される画

面は２種類ある。過去画像を加工表示するため，

どのような加工表示をするのかを選択するメニュ

画面と加工表示されるライブカメラ画像を表示す

る画面である。この２つの画面を別のウインドウ

で表示すると，画面が重なり合い，片方の画面が

隠れてしまう。このため，操作が困難になる。 

そこで本システムでは，縦 2 つに分けたフレー

ム表示を採用している。（図 2）左部分に過去画像

の加工表示方法を選ぶメニュ画面，右部分をライ

ブカメラ画像表示画面とした。 

このことにより，様々なライブカメラ画像を見

る際に，画面が重なりあうことがなくなるため，

操作につまずくことなく，次に見ようとしている

ライブカメラ画像をスムーズに閲覧することがで

きる。 

（2）ライブカメラの設置と運用 
学校現場にライブカメラを設置する際に，ネッ

トワークの仕組みを考える必要がある。例えば，

Web サーバは学校ホームページの公開などのた

めに外部からアクセスできる場所に公開されてい

ることが多い。一方，カメラを設置する場所は教

室内や実験室，屋上など学校によっては，外部か

ら直接アクセスできない場所に設置することを考

える必要がある。ライブカメラの設置する場所が

学外向けに公開されていない場合で，外部アクセ

スが出来ない場合は，ライブカメラと Web サーバ

だけで運用することが不可能になる。 

このような場合は，Webサーバとは別に，ライ
図 2．ライブカメラ閲覧部分 

FTP機能付きライブカメラの場合 
ASP 

Webサーバ 

ASPを利用し， 

カメラ画像を公開す

る 

FTP機能を使ってファイル転送 

FTP サーバ 

転送されてきた 

画像を保存する 

カメラサーバ 
ライブカメラ 

ASP 

Webサーバ 

ASPを利用し， 

カメラ画像を公開す

る 

FTP サーバ 

転送されてきた 

画像を保存する 
FTP機能を使って 

ファイル転送 

カメラサーバから

の指示で撮影する 

FTP機能のついていないライブカメラの場合 

図 3．ライブカメラの設置 
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ブカメラサーバを設置する必要がある。ライブカ

メラサーバには，FTP を利用し，撮影した画像フ

ァイルを転送させる。 

このようにカメラサーバを利用することにより，

学校現場のネットワーク事情に適応することがで

きる。 

本システムでは，ライブカメラを設置するにあ

たり，カメラサーバ機能が備わっていないライブ

カメラを利用することにした。そのため定点観測

ソフトを利用する必要がある。ソフトの選択条件

は次の通りである。 

・FTPサーバとライブカメラの設置する場所が，

ネットワーク上はなれている場合は，ファイル

転送をする必要があるため，FTP機能が備わっ

ている 

・現在の状況に近いものを観察できるようにす

るため，1 分ごとに画像の更新を行なうことが

できる 

・違う日にちで，同じ時刻の画像を比べる事が出

来るように毎時 0 分，10 分，20 分といった一

定の時刻に画像を撮影し保存することができ

る 

・画質を保つために，JPG 形式でファイルを作成

することができる 

そこで，今回は以上の条件に当てはまる性能を

もっている，定点観測ソフト「List Cam」を採用

することにした。 

ライブカメラを設置するにあたり，ライブカメ

ラの性能や設置環境により様々な設置方法があげ

られる。（図 3）ライブカメラ自体に，設定した時

間に撮影し，FTP機能などを利用して希望の場所

に画像を保存してくれるようなカメラサーバ機能

のついているものならば，その他のソフトを利用

することなくライブカメラの設置が行なうこと事

ができる。 

しかし，上記のようなカメラサーバ機能が備わ

っていないライブカメラを設置する場合には，定

点観測ソフトなどを入れたカメラサーバを利用し，

共有フォルダ，もしくはローカルディスクに保存

する方法や，FTP機能を利用して，ファイル転送

をする方法がある。 

その後，サーバに保存された画像は ASP を利

用し，ライブカメラ画像を公開するようにする。

本システムでは外部からアクセスできない場所に

カメラを設置した。そのため，設置構成図は図 4

のようになる。 
（3）過去画像のファイル名について 
過去画像のファイル名については，後述のシス

テムから利用する物は次のような規則とした。西

暦（4 桁），月（2 桁），日（2 桁），時（2 桁），分

（2 桁）の合計 12 桁の数字でファイル名をつける。

例として，2002 年 1 月 1 日の 13 時 20 分の画像

ファイル名は「200201011320」となる。 

 

学外公開部分 学外非公開部分 

カメラサーバ 
ライブカメラ 

ASP 

Webサーバ 

ASPを利用し， 

カメラ画像を公開す

る 

FTP サーバ 

転送されてきた 

画像を保存する 
FTP機能を使って 

ファイル転送 

カメラサーバからの

指示で撮影する 

図 4.本システムのライブカメラ設置構成図 
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（4）ライブカメラ画像の加工  
 過去のライブカメラ画像を閲覧する場合には，

交流学習を行なうために適した方法で画像を加工

し表示する必要があった。また，掲示板で意見交

流する際に，画像内容がわかりやすくするために，

加工した結果を掲示板にリンクをした。 

 今回，ライブカメラ過去画像の加工表示の方法

は，「Teiten2000」などを参考にした。その結果，

次のような加工表示方法を採用した。 

・1 日の流れが帯状に表示する 

・1 年間の流れを表状に表示する 

・1 日の流れを表示する際に，JPG 形式の画像

に JavaScriptを利用してコマ送り状に見せる  

・指定した日時の画像を表示する 

このことにより，「1 年間の日の出時刻の変化」

や「植物の成長過程の観測」など様々な場面で利

用できる。 

 
4.3. 掲示板システム 
（1）掲示板システムの構成 
今回掲示板システムでは，大きく利用者向け機

能とメンテナンスの２つに分けることができる。

（図 5）利用者むけ機能に備わった掲示板画面は，

生徒や教師など，利用者全員の利用を目的として

いる。この画面では，新規記事の書き込み，記事

の返信，記事の検索などを行なうことができる。 

 

（2）画面設計  
 本システムではライブカメラ加工画像に対して，

掲示板での意見交流を行なう。従来の掲示板シス

テムを採用すると，ライブカメラ加工画像と掲示

板画面が別々の画面で表示される場合がある。そ

の場合は，画面が重なり合ってしまう。同じ画面

で画像が表示される場合は，ページが変わってし

まう。このため，ライブカメラ加工画像を閲覧し

ながら，掲示板の記事を見ることは難しかった。

このため，掲示板の記事とライブカメラ画像の比

較が難しくなってしまう。今回は対象を小学生と

設定しているので，操作が複雑になって画面を見

失う恐れがある。 

交流学習で利用するために，利用者が興味のあ

る記事や，目的の記事を見つけやすくする必要が

False 

掲示板システム 

データの書き込み 

 

掲示板画面 

・ 新規記事の書き込み 

・ 記事の返信 

・ 記事の検索 

メンテナンス画面 

・ 新規記事の書き込み 

・ 記事の返信 

・ 記事の編集  

・ 記事の削除 

・ 記事の検索 

生
徒 

生
徒 

生
徒 

生
徒 

教
師 

Ａ校 Ｂ校 

教
師 

意見交流 
メンテナンス 

データベース 

データの書き込み データの読み込み 

データの読み込み 

図 5.掲示板システム基本構成図 
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ある。例えば，掲示板の記事一覧が縦 1 列に並ん

でいると，自分の書いた記事に対して，意見が書

き込まれているかの確認が困難になる。 

そこで，意見交流をスムーズに進めるために，

掲示板と同一画面に，掲示板に書き込まれた意見

に対応するライブカメラ画像の表示する。  

以上のことから，今回は図 6 のように掲示板部

分の画面設計を縦方向，横方向にそれぞれ割った

3 画面のフレーム表示を採用した。レイアウトは

左部分に掲示板に書き込みをしてある議題となる

記事のタイトル部分の一覧を表示する。右上部分

は選択した記事一覧や，記事の検索結果，新規記

事の書き込み画面などを表示する。右下部分はそ

の記事にリンクされているライブカメラ画像を表

示する部分になるように設計した。 

このことにより，複数のウィンドウが重なるこ

とや，ページが変わってしまう事が無くなるため，

画面が見失うことが無くなる。また同じ画面上に

掲示板の書き込み記事とライブカメラ画像を表示

しているため比較がしやすくなる。また，フレー

ムの左部分に掲示板の書き込み記事のタイトル部

分だけを表示することにより，利用者が目的の内

容が書かれている記事や，興味のある記事がタイ

トルから探し出すことが可能になる。 

（3）新規記事書き込み 
 新規記事の登録及び書き込み記事の編集削除な

ど，記事の管理保管するために，データベースを

利用している。（表 5）初めに，ライブカメラ閲覧

部分にて，どの画像に対して，掲示板で意見発言

を行ないたいのかを選ぶ。選んだ画像画面から掲

示板に書き込みするため「この画像を使って掲示

板に書き込みをする」を押す。このことにより，

掲示板の新規書き込み画面が登場する。登録画面

に従い，名前，タイトル，Ｅメールアドレス，Ｕ

ＲＬ，内容を入力し「登録する」のボタンを押す

と，掲示板の内容部分に文字入力がされているか

を確認する。この時，内容部分が空白の場合は「内

容が空です」のメッセージを表示し，登録を行な

わない。内容部分のチェックがおわり，データベ

ースへの書き込みが終了すると，「書き込みが終わ

りました」の文章が表示される。 

（4）記事の検索について  
 掲示板を利用してスムーズな交流学習を進める

上で，利用者の求めている記事を探す場面がある

と考えられる。しかし，交流が進むと記事の件数

が増えてくる。そうすると，自分の求めている内

容の記事や，自分で書き込みをした記事を探しだ

すことが困難になる可能性がある。 

そこで本システムでは次のような機能を採用し

た。 

・記事のタイトル一覧をタイトルの５０音順で

並び替える 

・記事のタイトル一覧を書き込み日時の新しい

順で並び替える 

・キーワードによる記事の検索 

フィールド データ型  備考 

ID オートナンバー型 主キー 

名前 テキスト型 空白文字可 

タイトル テキスト型 空白文字可 

Ｅメールアドレス テキスト型 空白文字可 

URL テキスト型 空白文字可 

内容 メモ型 空白文字可 

議題記事の判定 数値型 空白文字可 

ライブカメラ画像

情報 

テキスト型 空白文字可 

書き込み日時 テキスト型 空白文字可 

議題記事の id番号 数値型 空白文字可 

記事の表示・非表示 Yes/No 型 既 定 値 ＝

Yes 

表 5．掲示板データベースのテーブルデザイン 

図 6．掲示板部分画面設計
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「記事のタイトル一覧をタイトルの５０音順に

並び替える」の機能を使うことにより，タイトル

一覧が５０音順で昇順に並び変わる。このことに

より，利用者が必要としている記事のタイトルを

探しやすくなる。 

「記事のタイトル一覧を書き込み日時の新しい

順で並び替える」の機能を使うことにより，書き

込み日時の新しい順番に並び替えることが出来る。

このことにより，新しく書き込みが行なわれた記

事を探しやすくなる。 

「キーワードによる記事の検索」機能を使うこ

とにより，利用者が求めているキーワードにあっ

た記事を検索することができる。 

このキーワードによる記事検索機能のプログラ

ムは Web 上で公開されているものを改良したも

のである。「AND 検索」や「OR 検索」を行なう

機能があり，複数のキーワードで検索することが

できる。また，検索を行うテーブルのフィールド

は「名前」，「タイトル」，「内容」である。検索画

面にて，キーワードを入力し，「AND 検索」か「OR

検索」を選択し，「検索」ボタンを押すと検索結果

一覧が表示される。探している記事が見つかると，

記事の一番下に表示されている「記事いちらんへ」

のボタンを押すと，記事の一覧画面を見ることが

できる。 

このような検索機能をつけることにより，交流

が進み，記事の件数が増えてきた時に，利用者の

目的にあった記事が見つけ出しやすくなる。 
（5）ライブカメラ画像の掲示板へのリンク 
加工表示されたライブカメラ画像について，掲

示板で会話を行なっている際，通常の掲示板を利

用しての交流の場合，ライブカメラ画像を同時に

見ることが出来ないので，どのような画像に対し

て意見交流が行なわれているのかが理解しにくい。

そのため本システムでは，加工表示されたライブ

カメラ画像を掲示板にリンクする事にした。（図

7）また，ライブカメラ画像の掲示板へのリンク

は図 8 の通りである。まず，加工されたライブカ

メラ画像を選択し，「この画像を使って掲示板に書

き込みをする」を押す。このとき，現在見ている

画面の相対アドレスが，掲示板の新規書き込み画

面に変数として送られる。そして，前述したよう

な手順で，新規書き込み画面を入力し，「登録」を

押すと，新規記事と同時に，データベーステーブ

ルの「ライブカメラ画像情報」に変数で送られて

きた相対アドレスを書き込む。掲示板画面でのラ

イブカメラの表示方法は，データベースに登録さ

れている相対アドアレスをリンク先に変数で埋め

利用者が掲示板に書き

たいライブカメラ画像

を選択する。 

掲示板DB 

図 7．ライブカメラ閲覧システムとの連結方法 

相対アドレスを，

「photo」の変数に入れ

送る。 

データを掲示板DBの 

data_id フィールドに書き

込む 

書き込まれた 

相対アドレスを掲示板システム

の右下部分に表示する 
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込むだけである。このことにより，掲示板で話題

になっているライブカメラの加工画像が記事と同

時に見ることが出来るため，理解がしやすくなる。 

（6）素材との連結  
 交流学習を支援するシステムで掲示板は多く利

用されている。そして，利用されている掲示板シ

ステムの大部分は同じような物がみうけられる。 

 しかし，交流学習支援システムで使われている

掲示板システムは，システムごとにカスタマイズ

されている。そのため，システムごとに掲示板シ

ステムを作り直す必要があり，現状での利用はで

きない。そこで，掲示板システムを複数のシステ

ムで汎用できるようにした。本システムでは，掲

示板に書き込まれた記事に対応するライブカメラ

画像を掲示板に表示することにしている。このラ

イブカメラ画像を表示する部分に素材の画像を表

示し，交流学習を行なう。 

 素材からの連結方法は，掲示板にリンクを行な

う際に，表示したい画像の相対アドレス変数を用

いて掲示板システムに送ることとした。 

 このことにより，素材から本掲示板システムへ

の連結が行なえる。笹尾ら（2003）が開発した昆

虫しらべシステムから本掲示板システムへの連結

を行った。 

（7）メンテナンス画面について 
掲示板システムにおいて，記事の編集及び削除

作業を行なえる画面を作成した。この画面をメン

テナンス画面ということとした。 

本システムでは，メンテナンス画面で行なえる，

記事の編集及び削除作業については，各学校の教

師に全権限を与えている。生徒には，記事の編集

及び削除は行なえないように設定した。 

（8）メンテナンス画面の機能  
メンテナンス画面では書き込み記事の編集と削

除が行なえるようになっている。そのため，利用

者の限定を行わなければ，他人の書いた記事も誰

でもが自由に編集削除を行なえてしまう。 

このことから，メンテナンス画面のセキュリテ

ィを高めるため，アクセスをする際にユーザ認証

を行うことにした。 

このことにより，メンテナンス画面の利用者が

限定され，セキュリティが高まるため，掲示板の

誤操作などにより交流学習が妨げられることが無

くなる。 

・ユーザ認証 

WWW サーバでは，セキュリティを設定する方

法として，IP アドレスで認証を行なうものと，ユ

ーザ名とパスワードで認証を行なうものとがある。

本システムの場合，複数の学校現場で利用するこ

とを想定している。 

学校は，様々な形態でインターネットに接続し

ており，ダイアルアップ接続や，ADSL接続など

のプロバイダを通して接続をしている場合には，

IP アドレスの自動取得のため，IP アドレスが固

定でないことがある。そのため，IPアドレスによ

るセキュリティは採用を見送ることにした。 

また，ユーザ認証ででも，IIS 上の（NTアカウ

ントの利用など）ユーザ認証では，ライセンス上

の問題が発生する場合があるため用いないことと

する。そこで Web上で公開されているプログラム

を改良し，ユーザ ID とパスワードを予め用意す

る独自認証方式を採用した。 

・ 記事の編集 

メンテナンス画面では，誤字，脱字など間違っ

て入力された記事を訂正するために，記事の編集

を行なうことが出来る。まず，編集を行ないたい

記事を選択し，「編集」ボタンを押す。その後，画

面に沿って記事の編集を行ない，「登録」ボタンを

押すと，データベースの変更されたフィールドを

図 8．ライブカメラ加工画像の掲示板へのリンク 
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編集する。編集が終わると「記事の変更がでまし

た」のメッセージが表示され，記事の編集が終了

する。 

・記事の削除 

メンテナンス画面では記事の削除を行なうこと

ができる。まず，削除したい記事を選択し，「編集」

ボタンを押す。編集画面に表示された記事の下に，

記事の「有効」「無効」を選択するラジオボタンが

あるので，無効を選択し「登録」ボタンを押すと

記事の削除が完成する。 

しかし，本システムでは，記事の削除とはいっ

ても，完全にデータを削除してしまうわけではな

い。データベースの「記事の表示・非表示」のフ

ィールドを，削除を選択すると，No に書き換え

る。このことにより，掲示板に記事が表示される

事はなくなる。 

削除の作業をされた記事もデータベース上では

存在しているため，交流学習を行った時の会話が

記録される。 

 
5. ライブカメラの運用について  
本システムを交流学習で利用するためには，ラ

イブカメラ画像を保存しておく必要がある。そこ

で，1 年間システムの運用を行なう中で，ライブ

カメラ画像が，どのくらいの容量を必要とするの

かを検証した。今回，ライブ閲覧カメラの画像サ

イズは，320×240 ピクセルで撮影した。画像形

式は JPG形式を採用した。そのため画像の容量は

変動する。今回は 8 キロバイトから 15 キロバイ

トだった。1 年間の平均は 13 キロバイトだった。 

以上の設定の状態で約 1 年間ライブカメラを運

用したところ，52560 枚の画像数で 678 メガバイ

トの容量を使用した。 

このことから，本システムを 1 年間運用するに

当り，約 680 メガバイトの容量を用意する必要が

あることが分かった。 

 
 
6. 結果と考察  
 本研究では，交流学習の素材となるライブカメ

ラ閲覧システムと，交流を支える掲示板システム

の連結を行い交流学習支援システムとした。 

 ライブカメラ閲覧システムでは，ライブカメラ

の設置及びそのライブカメラ画像の表示方法を提

案した。ライブカメラの表示方法では，「1 日の流

れを帯状に表示する」や「1 年間の流れを表状に

表示する」など，交流学習を行なうために適した

方法で画像を加工表示した。 

 掲示板システムでは，画面をメンテナンス画面

と掲示板画面に分けることにした。記事の編集削

除を行なえるメンテナンス画面では利用者の限定

を行なうために，独自の認証システムを行なった。 

 また，ライブカメラの加工画像を掲示板に表示

するために，システムの連結を行なった。 

 その結果，ライブカメラの加工画像を掲示板に

表示することのできる掲示板システムが完成した。 

また，少しのカスタマイズが必要だったものの，

素材との連結することが成功した。 

 この結果，他の素材でも利用可能であるといえ

る。 

 

 

7. 今後の課題  
 今回，本システムの開発は行なったが交流学習
で利用するなどの運用は行なわなかった。そのた

め，実際に運用を開始すると問題が発生する可能

性も考えられる。 

 また，交流学習を行なう上で，掲示板システム

の機能では記事の表示方法がわかりにくい，など

の意見が見受けられたので，時系列表示型や時系

列型などの変更が出来るようにするなど，考察が

必要である。 

 
最後に，この研究でご指導いただきました，福

島県教育センターの渡部昌邦先生，兵庫県立人と

自然の博物館の岸田隆博先生に心より感謝申し上

げます。 
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